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視
点
・
論
点
①

防
衛
省
改
革
会
議
「
報
告
書
」
批
判
─
国
家
改
造
計
画
を
撃
て
！	

池
田
五
律

　

防
衛
省
官
僚
と
防
衛
産
業
と
の
度
重
な
る
防
衛
省
不
祥
事
を
受
け
て
、
昨
年
一
二
月

に
、「
防
衛
省
改
革
会
議
」
が
発
足
し
た
。
そ
の
「
報
告
書
」
が
、
七
月
十
五
日
に
出

さ
れ
た
。「
報
告
書
」
は
、「
不
祥
事
案
の
検
討
・
分
析
を
踏
ま
え
、①
規
則
遵
守
の
徹
底
、

②
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
確
立
、
③
全
体
最
適
を
め
ざ
し
た
任
務
遂
行
優
先
型

の
業
務
運
営
の
確
立
の
改
革
の
原
則
を
提
唱
」
す
る
こ
と
を
、「
改
革
の
原
則
」
と
し

て
打
ち
出
し
た
。
①
②
は
掛
け
声
で
し
か
な
く
、実
質
的
に
は
③
の
み
が
具
体
的
な「
提

言
」
で
あ
る
。
そ
の
中
身
は
、（
１
）
文
官
と
自
衛
官
の
一
体
感
と
陸
・
海
・
空
自
衛

隊
の
一
体
感
醸
成
に
よ
る
協
働
体
制
の
確
立
、（
２
）
自
律
的
な
計
画
・
実
施
・
評
価
・

改
善
サ
イ
ク
ル
の
確
立
、（
３
）
民
間
の
ベ
ス
ト
・
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
を
参
考
に
し
つ
つ
、

自
衛
隊
の
基
本
単
位
で
あ
る
部
隊
を
統
率
（
す
る
指
揮
官
と
部
下
と
の
共
通
の
改
善
努

力
、（
４
）
組
織
横
断
的
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
方
式
に
よ
る
政
策
立
案
を
通
じ
た
政

策
課
題
へ
の
機
動
的
対
応
、（
５
）
防
衛
調
達
に
お
け
る
組
織
横
断
的
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
方
式
の
本
格
的
導
入
、（
６
）
統
合
幕
僚
監
部
を
中
心
と
す
る
統
合
運
用
体
制

の
更
な
る
促
進
、（
７
）
国
民
が
不
信
を
抱
か
ぬ
よ
う
各
種
会
見
や
中
央
と
部
隊
の
間

で
整
合
性
の
取
れ
た
広
報
の
実
施
、
で
あ
る
。

　

文
官
と
自
衛
官
が
一
体
と
な
っ
て
、
自
律
化
し
、
政
策
立
案
の
段
階
か
ら
影
響
力
を

強
め
、
機
動
的
対
応
を
統
合
運
用
で
遂
行
す
る
体
勢
を
整
え
る
こ
と
。
そ
れ
の
ど
こ
が

防
衛
省
不
祥
事
対
策
と
な
る
と
い
う
の
か
。
国
民
は
「
広
報
」
に
よ
っ
て
信
じ
さ
せ
て

お
け
、
い
っ
そ
う
の
権
限
拡
大
に
よ
っ
て
政
治
を
軍
事
の
論
理
で
引
き
回
せ
る
よ
う
に

す
る
実
を
取
ろ
う
と
い
う
寸
法
だ
。

　
「
報
告
書
」
は
、
そ
の
た
め
に
、「
防
衛
省
」
の
範
囲
を
超
え
た
「
首
相
官
邸
の
司
令

塔
機
能
の
強
化
」
ま
で
を
も
打
ち
出
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
防
衛
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ

ナ
ル
で
あ
る
防
衛
省
か
ら
の
出
向
者
が
「
内
閣
官
房
ス
タ
ッ
フ
」
に
入
っ
て
、
実
質
的

に
「
安
全
保
障
政
策
」
の
立
案
を
牛
耳
り
、
常
設
的
な
日
本
版
国
家
安
全
保
障
会
議
を

創
設
し
て
、
そ
れ
と
関
連
官
僚
会
議
を
通
し
て
、
他
省
庁
を
「
安
全
保
障
」、
即
ち
軍

事
の
観
点
か
ら
動
か
せ
る
よ
う
に
し
て
い
こ
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
態
勢
を
動
か
す
も
の
と
し
て
、「
報
告
書
」
は
、「
防
衛
省
に
お
け
る
司
令
塔
機

能
強
化
の
た
め
の
組
織
改
革
」
を
位
置
づ
け
る
。
そ
の
中
身
は
、

（
１
）防
衛
大
臣
を
中
心
と
す
る
政
策
決
定
機
構
の
充
実（
①
防
衛
大
臣
補
佐
官
の
設
置
。

②
防
衛
会
議
を
法
律
で
明
確
に
位
置
づ
け
、
統
幕
長
な
ど
に
よ
る
審
議
を
通
じ
防
衛

大
臣
の
政
策
決
定
・
緊
急
事
態
対
応
を
補
佐
、
③
省
と
し
て
の
情
報
集
約
や
危
機
管

理
の
対
応
を
行
う
セ
ン
タ
ー
の
設
置
）、

（
２
）防
衛
政
策
局
の
機
能
強
化（
防
衛
政
策
の
企
画
・
立
案
・
発
信
機
能
の
向
上
を
図
る
。

自
衛
官
を
登
用
し
て
運
用
面
で
の
実
情
を
踏
ま
え
た
機
能
強
化
を
図
る
。と
り
わ
け
、

国
際
平
和
活
動
等
の
企
画
立
案
や
、
情
報
分
析
能
力
の
向
上
）、

（
３
）
統
合
幕
僚
監
部
の
機
能
強
化
（
作
戦
運
用
の
実
行
は
、
大
臣
の
命
を
受
け
て
統

合
幕
僚
長
の
下
で
実
施
な
ど
）、

（
４
）
防
衛
力
整
備
部
門
の
一
元
化
（
整
備
事
業
等
を
一
元
的
に
取
扱
う
整
備
部
門
の

創
設
な
ど
）、

（
５
）
そ
の
他
（
管
理
部
門
に
部
隊
の
実
情
に
精
通
し
た
自
衛
官
を
積
極
的
に
登
用
し
、

統
合
化
を
図
る
な
ど
）、
で
あ
る
。

　

以
上
で
目
に
付
く
の
は
、
自
衛
官
の
登
用
と
そ
の
発
言
力
強
化
だ
。
そ
れ
に
よ
っ
て

目
指
さ
れ
て
い
る
の
は
、
自
衛
官
幹
部
、
即
ち
軍
人
主
導
で
、
情
報
分
析
し
海
外
派
兵

を
企
画
・
立
案
・
遂
行
す
る
態
勢
の
構
築
だ
。
そ
し
て
そ
れ
に
応
じ
、
戦
場
で
闘
う
軍

人
の
観
点
で
装
備
調
達
も
し
よ
う
と
い
う
わ
け
だ
。「
石
破
構
想
が
破
綻
し
、
旧
組
織

温
存
派
が
勝
利
し
た
」
な
ど
と
い
っ
た
報
道
を
信
じ
て
は
な
ら
な
い
。
そ
う
し
た
報
道

も
、「
広
報
」
強
化
、即
ち
我
々
に
向
け
ら
れ
た
情
報
戦
の
産
物
な
の
で
あ
る
。
我
々
は
、

「
防
衛
省
改
革
」
の
名
で
打
ち
出
さ
れ
た
軍
部
主
導
の
安
全
保
障
国
家
へ
の
国
家
改
造

計
画
を
批
判
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

（
い
け
だ
・
い
つ
の
り
／
派
兵
チ
ェ
ッ
ク
編
集
委
員
会
）




